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凡 例

】•本場は固と帝室林野加)'Ji探に資する目的を以て置かれたる關係上自か 

ら共の試院も實地的なるセ本旨とす

】•試險•护脉して未だ完「せざるものと雖も速かに共の成績を發表して斯 

業に利益あ、と認・る資料は本島に掲載す

」•本號には大疋十・年十・JJ本場設禎以來施行し來れる試驗事項の巾造林 

及ぴ及林保護に關する成.績を揭紀せう、尙ほ試驗圳項を異にするものは 

更に卷を改めて|刊行せんとす
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試藥に依る林木極了•發単率鑑定方法に就て(共一)

艮佇川孝三

魅 を

:E「或詩’i•殊に發啊・め題ごは冲了9供洽长と;寿要昔とに溢なく罚くも炽林桀」啞"を取 

心・玲ゆ;二は常に緊要なること」を住たナ而して之れがi泌には從來幾多の方法あわども共 

'"汰にして価便なるものは從て共の結果亦不蹄にLて樹图によりては全く信ずるに足ら 

"る」・’片、おり又•心’)結果の當すべき方法は之れに特殊の施設を耍すると共に多くの時間と勞 

力を費すを以て!提く 一般に行ふこと能はす僅かIこ此税没備を右する施鴨等に於て施行せら 

ろ'に過ぎ・尤 從來那褂"三骨に當リ拈林川即「は共の品質の盪定を總て本場に於て施行し 

来りたるも•称の鑑定には少くも三四週IIIJを要するのみならず逐年鑑定の件數さ堆加し到底 

共:の依侦品全部の後定を播衬则苗j前に完了すること資はざるの趙勢セ示し來りたるが故に依 

訓阳・埠ひ發芽率泰知陥Pの播稲を成行するも冰」1:むを得ざる网なり〇担二於て吾人が捕切 

に业の必耍を感ずるは浦以にして粘確なる發芽率の僵定方法なりとす。若し夫れ佇地方に於 

て仰卩に之れを悠定し得べきカ・法あらば彼我共に利する所些少におらざるべし。從來の如< 

诵结方法を缺くに於ては她方より常定の試料を送附するに當り共れが採集の方法立しきを得 

卜して所司平均状料に非ざる場H•と雖も窟定芥は單に送附せらHたる供獄料に就て之れを微 

定し依賴若は又之れを信じて秋了•全血を詐價するに至るべきを以て依顿者に於て試料採集の 

ノノ・法を誤るときは計らざる誤活を招くことあり。斯の・如き場合に於ても简易方法に依ること 

を得ば從來の依執者は|'！ら・是れを檢定し捱はしき場合には容易に再銅し得べきを以て白然叙 

[•.の如きイ;平均M料に菇く鑑定の誤選を防止し将べし。山來種子剛入に際して商人の保證せ 

以後・牙:率とI催入K伽に於て緡定せる:發:芽:率との間には時に大なる笼異を生-タることあるは, 

恩ふに二&何れかに於て試料採集方法の當を得ざりしに依るなるべし〇加ふるに秋子は時期 

を鄭るに從ひ一般に共:の發邙力を減退するが故に貯蔵せる秋子は使川の都度決め共:の發芽カ 

を技定するの必要あるも叙_[•.の如く發芽率の後定が特定の設価を右する試駿場等に限らる、 

に於ては共の間支障勒なからざるものあり此れ等の缺談を補はんが爲め特别の施設な宣地方



に於て何人にも容易に發芽率の後定を行ひ繪べを方法を考究せんとするは本メ关のI"「・立 

り。本臨は目下瞄施行中なるも玆に一部共の漑要を述ペて斯界の号与に賣せん!Z「〇

從來の發芽鑑定方法

1.發芽先了期若くは共の巾途に於て發芽皐を求むる方法

本法は現實薮芽卷を求むるものなるが故に現今の發芽試験法とLて皿も伯組し得べきり法 

にして之れが發芽床に川ゐらる、ものを畢ぐれぱ波紙・石英ハ 去焼粘土皿•フランネル・ 

水苔,締布,等を普通とし儿他石綿,經石,イ「存,砲子・毛・枚紙•コ-クス・舗时•泥炎•了: 

毛 等秘んあり,旦つ狼芽の操作にも多數の形代あり,或は「テルモスクート」にて35バ 

は温室若くは常温室內i二て行ふもの等。普旬知らる、方法にても二十數蹴nを舉げ得べい 

而も何れの方法によるも十數日以上の日時を要するものとす。

化 危辛©初期に於て發芽見込數を推定するガ法

本法は宛芽由驗に際して械皮而に水滴を生ナるものは多くは械但を發生しJLつ我芽す〇も 

の極めて稀なるのが實に塞き入床數日後如」・・の標徴に因りて發芽率を却陡するの方法なり米 

法は「簡便なる従了•發芽率檢定方法」と題して理林打林業队験揚小山按師の硏究發よせられ 

たるものにして從來の發芽試驗方法に・大也少を新したるものと那すべし。

3.發芽の採作を行はずして發芽率を求むる方法

本法は極めて簡便にして枷狒］に具:の成紐を求め得べきも,多くは不朮能にして•信者］し出 

べきもの錄し。

(リ切斷建定法

切斷寧定法は枇’蠢害或は核子內容物が湛しく變質せるが如き場合には織別し得べきも, 

一見して普迪の狀態と差違なきもの吐共の生活力の右無に係はらず全く識別すること能H 

す。試みに現實發弗率と本法により推定せる發芽率とを比較したるに,切斷燃定渡芽率が現 

實登衆率にー・致するか若くは木局規定の公差の範圍を超えざるものはヒノキ和・子•100莉に 

對し78極(・一秋の供試粒數ほ500粒とす)スギ サハラ モ・ミ カウヤマキ等は57乃 

至66利!アカマッ ク"マツ ほ37祯の割合にして即ち松屬税子・にありては殊んどJの成 

組は信するに足らざる事を認めたり。

(ii)埋液躍定法

本法も短時間に您定を完了し得て極めて備便なるも前祀切斷鑑定に比し-淅共の結果は不 

睇祀二し・こ现代比平率と盘發M定により推定せる蛊牙:率とを比皎した.らにヒノキ サハラ 

クロマ・ソアカマツカラマツァスナ" 力ウヤマキトヾマッ題の显子•に就を本法に依 

れ:"せが現代径牛平に一致するか若くは也定の公逐の極用を超へさるものは100初何 

れも3・う加以ドにして』牛は耕すするに延らざるものなり。叙上の如き物理的方法にては览 

に沛「内布构ー>f血・は皓ば檢定し母べきも共の果して生活力をけするや??やに就ては全然激 

別すること推はす。

・に文献に後して此捕發牛力j経定力法としてNみられたるもの二三を率ぐればTolen- 

tino. Aiulr.is住は俗.トウモ"コシせ/の抒:「に就さて共・の生活力のむ・您を檢定するに时 

也"啪液を試薬として川ひ’4 Tong 氐は皈")生活力在無史檢定するに電氣を應用し 

精密なるGalvnnonwtorを以てば坚を測定比絞せりと云ふ。尙ほ0011nndor, Runar•氏ぱ 

<•■：>混•庄に依る枢物袖阻の玫死狀態を】爆?するに共のi箜定方法として細拋の濃?拙州!卩ち 

l,hu<lnolysしに依れりと云へば此の方法も或は南了舞定の坍3二熬川せらるべ註や否やを思 

はさるに小ざるも・足れ»;の方法は何れも實忘的のもののみなるが故に本次徐に於ては敢て之 

セな突せ辛•Xに巨J••の貯藏灼買たる卖1'|也1二就て彩•ふる!こ抑よ戒子內の基白質は会芽の際 

宿解消貞せられて「アスパラギン」及び他の「アミノ」化合物を生するも简ほ貯誠中も蛋白 

質は日らjs性貿を變化するものにして永く貯蔵して發芽カ诚退せる球孑•は共の基白粒中 

WK食臆水に可滔菊’演の・が苦しく波少すと幅せらるるが低:に是れ亦た秫了•發芽:カの有 

無と或は密接なるI用係なきを保し唯をも玆には2れを考究せず。

本状驗の經過

代択験は共のII的が件地に於て何人にも容丹に實行し得べき捲定方法の考案にあろを以て 

條件として

1.發芽の探作を奇はずして僵定し得ること

2 方法商也にして多くの時間と勞資を要せざること

3.劇赤藥停を使川せざること

丄 何人にも實肖し很・て※別容りなること

5.的確なること

等を•具備せしめんがため生现化學方而の硏究を行ひ極了 •發芽カの仃無を偷單なる滔色反應に 

よりて檢定せんことを企圖せり,先づ生活細咆中に缺くべからざるLecithinに洛眼し乏がな



4

在を檢して發芽力の右熊と何’%;かの關係を求めんとせり,然るに芯口負も亦同一ふI藥にょ〇 

て異なる着色反應を皇するが爲め微筮なろlecithinの檢川は共の效を奏するに至らざりき 

因って次に痢’I質に富め砌了•中にはLecithin亦多きの理に姉きK,r•を’也碎して痢'負の 

着色反/(アグムキューヰワツ反應’ミ”ン氏反應•ビューレクト反既俗)な檢したるにヒノキ 

スギサハラアカマック“マツ エゾマッ トイマッ ッガ アスナ“カラマツ 

モミカウヤマキ俗に就ては相當の域植を收め徂たり即ちヒノキ スギ 笃;にあリてはイ、 

法により推定せる發芽率が現實教・芬率に一致すろか若< は本屋規定の公涎E祖:?Iを超えざる 

ものは100秋中80種にして.正確座80%を示せり,共他,の糊輙に就をては供ノt組M少な 

かりしを以て遽かに踏定し泾きも略ぼ同球の成做を彳トべき兒込を徂たり,然れども不法は要 

するに我白質の存在を檢するに叫したるを以て.楝了の生沽カ有なを為別すること・疏はざるに 

至れリ,次に附・中のEnzyme (弟素)に據りて共:の生活力のイ恤•を檢せんと企てたり,抑上 

傅素は動植物の生活副!胞內に生成せらるる物質にしてイ;j くも生活力を右する細也中には含吃 

さるものなく何れも接觸作用を營むものなれども共の现化學的性質M:に之れを以成すろ如城 

分倒二就ては未だ明らかならざるも概して我白質新似の眨質・博を右するもの多きは皆く知ら 

るる所なり,凡そ動杭物を問はず生活將の細胞中にはEnzymeを含まざるものなけれども 

緬版;生活力を失ふと糸んど同時にFnzymoも亦た共の力を央ふものなるが故に林木独「 

の生活力の右無を判定する一方法として此の:Enzymeの活性如何に依るは狼も命理的刀 

法なりとす,Enzymeの性質に物すろ硏究方法には批なありて水素イオン 濃诙測定も:H： 

のactivityを決定する垂要なる方法にして1909年SOronsen氏が創めて彳亍ひし以來極 

々なるEnzymeに就て共の,11は測定せられたり文敞によれば Nemec氏は孙:子・中の 

Glyccrophoiphatascに就きて共の!'llを測定しrupin或はred eulover等に於ける試 

狮績によればSorensen價の多少は發芽力の減退と關係ありと。共他Shull, Charles A. 

Ward B. Davis氏等のXantldum屬(菊科)稚了一に於けろ試驗に依れば發芽力の大小と 

Catalasa activity とは密接なる臨?係ありと云ひ Nemec, Antonin.並に Fianlisak Duchon 

氏も亦爆了•生活力の右無をCatalase Activityに依りて德定するの方法を考桀せりと云ふ, 

然れども「カクラーゼ」陽純)活力如何を檢定するの方法は,該酵索の作川に依り過酸化氷 

素を分解して發生すべき酸素の容虽を正確に比較せざるべからざるが故に,瓦斯の’測定に 

特殊の舞と技術とを要するを以て共方法筒劾ならざろを缺,點・とす。余は節易なる色素反應 

に依りて郁:了生活力の祈・無を淞別せんがため酸化儲米屮の「パーオキシダーゼ」(Pcroxidnsc) 

［班さて本】摂?を!辑亍甘り..Mnemini. I)•氏は穴枣屮つ佛况と貯袂年眼との關帰を队駁し 

「リパーゼ」「エノ、ルシン「オキシダーゼ」怫素辱は二年足らすして:共活力を失ヘリとペひ・ 

典华博I.•麻生慶次郎氏の研突せられたる所に依るも玄米屮の「,:Tキシダーゼ」は牧樓・後

:三年にして著しく JI:の活力を失ふものなりと,地れに依りて覩るも胶化醇恭の活力如何は 

S・の％:活力即ち斜械ガと當接な淑!砧ろべきを思はしむ。愁に主要林木阶子•屮に均ナ 

る「オキシリーゼーオキシダーゼ丁カタラーゼ」辱のド在を明らかにせんがためヒノキ 

スギアカマッ ハ,マッカウヤマキサハラモミケヤキ等の険子を破碎し我溜水 

戒はグリセリン・”にて浸出し共浸出液5て湖豚・の所在を明らかにせり,次にアカマッ 

ク»-•・ツ Wヤマキ普;の林子・に,&ては鈍司なる解・渕小刀を以て腫部と胚乳部とを丁寧に 

分唱してKの&溢につき僧素の缶:任を確めたり•而て「パーオキシダーゼ」の活力檢定には 

「グ:)•・ク反應」「グアヤコール反感」「フェノールフタレン法」号を施行せり,凡そ附.の死 

活即ち發芽涂力の仃無を桧定するに「パーオキシダーゼ」の活力に依らんとせぱ叙J:の「グ 

アヤク」心W くは「ク・アヤコール」反眦:に依るを最も節便とす,而して「パーオキシダーゼ」 

F舌リと会牙:能力とが密用なる關旅ありとするも果して該反應成右する建•了•必すし七懲て現 

’貫に發単すべきや否や閭］ち木法的綻め程度如何は预め之れを知らさるべからず,No)ncc, • 

Antonin並!-rantisek Duchon氏が「カタラーゼ」に依りて發芽試敬行ひたる疚執にょ 

ればf岫sc activityをもする植子必すしも總て克く發芽すとなふべからざるも(殊に果 

皮堅顼なろ所訓堅果に共:の例多しと)逆にCatalase MtiEty域き楝子は當然發芽すること 

なしと結縮せり,余"「レーオキシダーゼ」に就きて此の關係を附Eし次の如き結果を肖たん

第一 I或故驗

ふt料とし-こスヤヒノキサハラモミヶヤキアカマック"マットぐマッニ 

ゾマッカラマツ’容め楝子• 500粒宛を採り發:・那に置きー二週間後發芽せるものと愛惟 

"なきものとに就きて「グアヤク」反懋を試・みたるに發歩せるものは着色I嫩働湾にして發 

単せ・ざるものは全く反應を呈せず。

第二回試驗

ハ,マ、ソカ、')ヤマキアカ、ツ等の彼了•を採り夬々剁皮せるもの。歴茹のみのもの。 

吓乳のみのもの。の三耗セ作り發芽:床に混て入床後三四日間之れを抛察L牧水膨大して生 

活刀ありと認なるもの及徴曲を生じて生活力無しと泄むるものとに分ち务「グアヤク」反感 

を檢したるに生活力ありと認むるものは何れも例外なく芯色反慰顯禅なるも愚適を生じたる



ものは該反應を皇するもの全くなし。

笏三囘说

本場に・於て曲广粧中に三四年明貯蔵せる掠;怦!if・ヒノキ スギ アカすツ ク"••・ツ
、 ・・

サハラ モミト、・マツ エダマツ ッガ ケヤキ 求二就き汲JE姒を檢したるに何れもば 

也なく.同時に發芽床に径きたるも全然ぐ4:するもの%かりを,久大正十三年ん湖!;ニに右と 

して落入し共ロ确了戚に入れて宝內に网冽し担きたる気の種:了・に就き大正十四年 Fにや:り 

て「グアヤク」反麒を行ひたるに卽冲10%と住定せるを以て果して發芽するや西やを桧 

したろに現實公芽率8.¢%’なる結果を得たり〇

第四回試魚 ・

ク卩マッ アカマツ七ミ題の此物的大な:の附「に就き胚rを毀損せざろほ腫乳のー•茄 

を切り取りー新:宛僧素反應を檢して發芽見込林r・と不發芽柿了一とを昭定したる後混同•之さろ 

法•粒宛丁旗に插质したるに發列:浦カありと認めたるもの'內にて實際に斜芋せざりしもの 

は僅かに共の1乃至3%に優ぎずしーこ治んど總て的中し耐ua反應なくして不發:牙:と謔•定せ 

るものにして宛芽せるものは全然熙きのが實を確め得たり〇 ・

第五囘豚

第一回試玖と同一状料を採り現實に發芽せる秫「に却し「グアヤク」反感を澄し一方發芽 

却:子を加熱して北の生活力を夫はしめたる後酵素の活力を檢したるに該及應を皇せしもの全 

然なし。

即ち前後五囘の狀扱成績に徴するに「ノ: ーオキシグーゼ」の活性反應を呈する初子・必-タしも 

總て現實に發芽すと档ふべからざるも實験上:共は仲:かに1〜3%の％に過ぎざろべく逆に鴨& 

が活性をイ世さる種:「は全く發芽:することなし.而して僻索反應颗苫なる郁子•にして實驗」: 

果して發芽不罪のものありとせば共の现由に就ては遽かに箭斷し難きも之が豹照狀唬たる從 

來の桓温發芽駅竣方法に於て既に完墜を期する能はざるが故に假令健全にして反應期著なる 

莉了・と雖も從來の發芽状駿法に依りて共の致芽床に置かるゝ場合,發芽に對して此所に全く 

些必耕なしとなす能はざるべし蕊し「テルモスクート」による發芽方法は’恒溫多泓氣中に 

て行はる、が故なるべし。第三回状驗に就て視るも反應顯著なるものにして尙ぽ現實に發芽 

せざるもの1乃至8%を生じたるは益し腫乳の一部をのみ檢して全［垂子・の縫,不佬を認定せ 

る點に於て已に實從の不備あると共に叙」の如く之れが刘照試駿たる發芽試彩方注亦全く缺 

點なしとなす沸はざるが故に共め間多少の鼻洪を生するも亦止むを代ざる所なるべ［抑上 

罹:い仙<酎志度既に依りて阳「を一松宛松定すろときは的碰に健全秘子•を潔定し捋らる、

< •,なるが,"に未めたる獄午率は!&•’>阶了の总はらざる僵俄を災示すと安ひ强ベL以下共の 

方法:二就て述んとす。

術易鑑定ガ法並:に共の成絨

彳、法出况广中"酸化喩殊に「ノ:ーオキシダーゼ」の活性如何に舟くものにして.先づ 

「グアVク」戊値によりて之れを建定せリ。

,よ槃として!斷:木J (Tinctura Giuynci)並に過!授化水索(Hydrogen foroxidc)を用ふ、 

•-<；!'.跡了せ無色「セル“イ買」片或は门色吸水紙片上にー較宛列べJS上而を「七ルロ 

f R片或は紙片にて莅ひたる後種「を坚拌破碎し之れに過酸化水素一ニ滴を滴下し次いで 

「グアヤク」r幾二三滴を・丿川ふれば生活hある町厂・はfの著色反應颗著にして直ちにi熊泡 

(intense blue)セ呈するも:發芽能力なき衬「「は「グアヤク」丁幾傾仃の曜赤禍色を皇するのみ 

なるが故に例・、ば仇:試祢］•• 60。な说採り一粒宛之れが牌巳反廁を檢し濃籃色を呈するものの 

位既を或へて後5;二て除すれば直ちに求むる發芽率を得べし,本試藥の過微顷素は市井に 

阻貪する3%のもの或は之れに水を加へて1.5%に脚せるもの何れにても可なり展逾木 

「幾は時を維るに從ひ變質して具:效上夫ふが故に必要に應じて使川批宛購人するか或は密桥 

木kと涧帮とを以て御削するを可とす•本場に於て木年夏期澗削後約ニケ月経過したるもの 

は玆カすでに減退せ・るを北・たり,・通販資する癒疳木丁幾は攏掐木未!分を酒精〇分に溶 

解せ・るものなるも,環少布;裸せるものにても充分反應あり.普通版資價搭は一射度約二叫な

り。 ・

木坳に於て大正十三年より十四年に蹬りて「テルモスタート」內の發芽床に依り鑑定せる 

柿『・は同時に本!試:藥法を施行したるを以て成績のー二を舉ぐれば次表の如し。

即ち本局規定の:發芽率後定方法に•狭き求めたる•發芽率に対し試藥寤定による發平率を比帙 

するに兩K•-•致するか或は段差依少にして何れも本局規定の公差の範囲にあるを見るべし前 

表中印を附せる貯藏附「(玆に貯祓阳「とはJU垂了•に對する敏3播秤•期節即ち第一次播種期 

を経過亡ろものゝ花にして從て新鮮秋子とは共の秋子の第一次播側P!節を經過せざるものむ 

公ふ,こゝに*印を付したろは標木として砲了.粒に容れーケ年宅內に陳列し理きたるものなり) 

にありては現實發牙:敷〇なるに係はらす酬素反應堀著なるものあるは一見不会理なるが如け 

れども想ふに盼賊せる加「•は新衅技了に此L.•發芽国陞にL・て所謂發芽の遅延を來すを常とす
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ろか故に從來の柿j•・企定法に则•汗沸植子と同一爪扱【丄のもとに是れを澄定するは和か不合 

穴にlて。倪へば貯試せられたる爲め爽芽の过延を來せら乾球称了•に對し何’S;於芽:促進の疋 

理を行はすLて而も试玲沛切n吸を浙鮮秆了•の場のと同彈に普洒ヒノキサハラは三迎間 

と阳定すろが如在は徒らに發芽強力を保れ•せろ種了•をして途ひに痘芽の械會を失せしむるが 

初をこと無きを保せず,故に終ごの結果现ft發芽數〇なりとするも•共の林了•必孝しも全く發 

牛:切j.机•しとなす洗はさるべし是故に一端貯藏せる町は播毬と試驗とに係はら濒らく恭 

ぐ>保右する發勤だ力を灸押せしむる樣適當の陪!£法史あさヾるべからす•木剛:1於ては貯蔽 

{,「のお単促進に就きMに之れが硏究中にして岡へば「ウスブルン」「チランヂン」「アンチピ 

リンノ nコチン」「J ード」共:他の葉品をHJお戒は沿水浸法・冷却法新书上なろ方法を以苗懺 

谴續中なろも.裁に一例史舉ぐれば,大正I•三年度採集に係ろヒノキ秘了•を!Cヶ月冊室內 

に貯咸L I一四午春囲に發芽字の後定を行ふに當i)•梃處理のものと.凝芽促進の目的を以て氷 

により冷却せしめたるものとを比絞せるに您置せるものは何れも發芽湫となり吹表に示す 

が如く發芽书亦從て多ををみたり。

而號 Wl W

本來法
独定ア

辨性浸
竺心

•'
:MI.8

5.K

n.s

〇

3.2

•1.6

8.<1

による
濟ペ
洛却せ
ろtの

・〇
41.8

9.G

9.K

3.0

5.0

0.2

；13.8
1

本法に」 
リ鑑定せ 
る弑芽部

SB St 樹拔

在來诜 
您定年

のしの る«の1

队 考

1

2

3

•1

5

G

7

ヒノ冷

〃

41.2

12.0

10.3

3.8

7.2

5.G

1 13.1

8

9

10

11

12

13

匕ノキ

It

n

〃

n

ス・

% 
«.2

13.4

5.8

6.8

：40.0

16.8

爲

20.6

9.G

9.0

45.4

19.G

15.2

31.4

12.0

10.3

11.0

試料の栃1により 
は槃鶴定あ•行はず

依姑親之るも貯般械子•は収扱ひ前に像め發芽促進の處置を要すること明らかにして水試藥 

電定を行ふに當りても處置せるものは反終愈よ顯若にして識別從て容易なり,木礙圈継 

は一般』仕林業称了に［灼IJせらる、ものにして,•本府に於て旣に試験せるものを勢ぐれば(順 

摩不同)

ス平 ヒノキサハラ カウヤマキイチ中カラマツァスナロ ナ半イテフカヤ 

ク”マツ アカマツ モミ コノテガシハ ネヅコ クウヒ 落羽松 エノマッ トヾマッ

ツガ ベニヒ テーダ㈱ スト“ーフ・同3会 大王松 ランベルチア松 マンシウクロマッ



ウラジロガシ オホナラ クスギ コナラ テウセンモミ テウセンカラマッ クウシクベ 

ケヤキ フヂ シナノキ テウセントネリコ ヤマシバ トネリコ シ匕 アハ’キ ツベ 

キ ウメモドキ クマシデ シラキ トキハカへデ ハンノキ クハ ミツパモミヂ ->・力 

メガシハ イスシテ ミヅパウツギ カキ エゴノキ マ丄ミ シ"ヤー、•ブキ オ;:;り・カヅ 

キ力へデ ウリハグカへデ ナツツバキ クナギ つ・プラナヤン クラノキ 7•ラカシ ホ 

ソパサンザシ クチナシ アヲハグ コクサギ ミヅキ ニシキギ イボク ゲッケイヅユ 

イスザンセウ スルテ モッコク シロダモ イ、ギリ ミヤマシキミ リンゴ コムF 

オホムギ オカボ グイコ トウモロコシ クリ ダイズ カ/ ホウレンサッ ツケナ 

エンド史 俗にして共他の税紺に就てはFTド,阳陰中に崗す。

抑よ莉了・發尹力の打蚯を:H:の酵素に㈱りて骸:するの方法は發平の揉作を行はずして任え 

する方法屮最も合理的にして殊に「パーオキシグーゼ」に來くか色仗應法ほ荥も汰隗にして 

的洗なり,此の/谷色反廉にも方法に秘々あれども玆には收り敵ヰ「グアヤク」网:に依る成 

績を掲げたり尙ほ「グアヤコール」反出叩ち「グアヤク」丁幾の代りに!?〇 Tグブヤコール」 

を用ふるも同樣にして柘招！赤色の反應を呈して容易に發芽率を性えし羯ペし・麻生处华凹!- 

は「グアヤコール」反應によりて玄米の新古を・径別試驗せられたり,「グアヤク」反感は幣素・ 

檢知の方法として禾要なる意:進をイけれども亦絕對に是れを信斂し得べきものに』け時に話 

素以外の物質によりても同樣なる反應を苗玫する場合あり,加之供試料中酵素以外の物質に 

して該反應を阻止するが如きものあろときは假令活性醉案を含むと蝶も該色素反愿を足せざ 

ろが如き場合あるが故に飛に本反應なきの故を以て立ちに活件酔病なしとなす能は水 一般 

に「グアヤク」の色素反應は安定なら一タして熱又は他の化/盤藥品によりて消滅す’アルカリ 

住は勿論弱酸性と雖も該反應は阪止せらる試に著色.反應顯著なるものをH光直射下に置きた 

るに10乃至t5分にして謔色し2»P但退中に在るものは10時間にして共の色を失へり尤も 

普沥室內に置きて陽光の直射を避くれば褪色し難し次に極めで嵇薄なる酸或は「アルカリ」溶 

液のー•二滴せ加へたるに俛に絃反您は阻止せらる'を観たり•然れども稀薄なる潞酸は反て 

本反感を促進することあり此の职實はBouniudoS氏の潔に微して明らかなり,Effl-ont氏 

も共の苫1* Enzymes and their application に於て「称,・薄なる滞酸は本反應を｛:ILU:せざるの 

みなら加牙に反て之れを促進半るの效あり」と述べたり,本試驗に於ても ヒノキ サハラ 

綿には極めて稀薄なる潴酸i容液を加へたるに;該・反應の促逃せ・らる、を観たり。
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結 論

折c a肝［； J••へ&万法内混に.:る知了發早率の檢定は發芽の探作を行ひて現村に・踏せし 

•Jら,のな・ニカ:故に业の方法は戒もは實たるが如けれども:共:の試驗期間綺切後に於て晒ほ發 

すせ・ざるものは切;'3り法によりてF疔外:及妾發弟(魅全にして發井/>略あるもの)?R子を認 

•にし朱戲「!h「・の:'・分の二は之を發牛勲に加・するの規定なれども折角碗實なる現實發芽 

Xを求めたるに係は い岐後に於て仰仰£なる切斷i於定數史加味せしむるは旣に此所に矛盾 

あり•若し現柱僉牙敷少くして切断法定により未發平翅子と認定せしもの多數なる财には 

•；：；PJより切I當後によれると殆んど異なる所.無きを以て•其の轼果の耕すべからざること亦前 

述の如しA二發半茂;仙:に就きて切跚法と木泾定法とを此絞Lたるに次の如き成融を徘たり 

(,湾料は】〇»極宛5組を以てー称:とす)
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100 2 〇 J00 1 〇 9V 庁 7
1 ,

>：« I -1 〇

ス ギ 81 2 2 ス T 7 J 2 ス ギ U0 |» 7 ス (心 5 5

82 6 5 ト、 H 2 ヽ7 G 5 S>2 2 1

85 5 4 82 3 92 12 7 • 叫 4. 1

«2 5 2 K7 7 冬 谯 t 3 92 G 3

90 5 5 88 6 3 S7 7 3 SS J 3

ス ギ 100 3 〇 サハラ 100 2 て
_

レ I〇:> 5 〇 サハラ :用 5 〇

100 2 〇 99 5 〇 KIO 5 〇 93 4 2

KK) 3 〇 100 3 〇 伽 i 〇 100 〇 〇
100 1 〇 100 5 〇 100 G 〇 99 1 〇

100 1 〇 99 5 99 G 〇 103 〇 〇

ク P 17 4 2 ク D 17 8 5 ク 14 3 1 ク U 17 9 Gマ ツ マ ッ マ ツ マ ツ
11 5 3 10 a 4： 15 d： 3 22 7 5

13 7 2 13 I 1 22 7 〇 11 5 4

8 3 1 20 6 4 32 2 〇 n 4 〇

】4 3 2 : 12 5 3 : 29 2 2 11 4 1

ク 
マ

ロ
ツ 10 6 サハラ V9 4 〇 サハラ 103 6 〇 サハ ラ so 16 2

15 U 7 99 6 〇 】〇［) 〇 〇 32 29 2

13 8 4 98 t& 1 99 3 〇 86 32 ■1■

12 7 6 00 G 〇 99 3 〇 7« 3H 5 ,

11 6 3 98 G 〇 100 2 〇 85 34 け
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即ちべ=e抻「の如きは芸平櫃:•:巾に生活力あるもの全く無きにも拘はらず切斯法に於 

ては即訂Lつ健全なりと如［.-Eもの話なからさるを的るべし されば本同歟遅)方法に從 

ひーこSミ牛・":るI3：:り從淑>仙 < 切湍•定法を伸用することなく来發芽"の雑定は 

mを 枠によりパ藥をry はヾ現・&發芽數と相疾って眞に其の秋了・の價値を檢定し得べ 

"故に在來法屮切炳"定は之れを改めて・しく藥林に依る本法を採用せざろべからず。木

用:定法に依り.こは凹「の發!猝は之れを求めかざると雖もJI:の發芽率は口に樓述せるが 

如く方法而功にLTJLつ的融なるものを母るが故に那乘上愁子鑑定の必要おる堤合・には醐 

":"に於て實彳儿母べきを以て從來の如く共柚変格定を依秘するの嫉なく從て多紙の劳資と 

時州とを荷iし 响华務の節捷を刪し得べし・木“•添はII下引続を施行中に峪すれども饪にffl 

’泌成せを徂たら・.n-c林梁上伸益すろ所想・なからさる主思ひ一部共の成植を淑めて鼓に之 

を権吿す。
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THE DE TERMINATION- OF V1ABIM1 V < »!• SKE1J 

BY REAGENTS.

Kozo 1 L\SE(；A\VA.

Up to this time there have lx:en many methods for determining viability, 

or the percentage of germination seed, but they should include lhe G.llowiu；;:

E l*lic determination of viability by germination test.

2. The determination of viability by direct insjxiction.

a. Cutting method.

b. Heating method.

The method for determining viability by germination test is the most 

reliable and the true viability of seed can be determined. Hut it requires a 

special apparatus and a length of time for operation, therefore it is not genera 11 \* 

applied.

The determination of viability l>y direct inspection is, however, very uncertain 

in its results, especially with the seed of pine.

The author makes researches to contrive the simplest an<l most reliable 

method of determining the viability.

The various methods arc considered under the JbJlowing heads:

A. The method may lx: simple and applied in eases where there is no 

time or opportunity for germination test.

B. Violent poison may not l)c used.

C. The results of test may Im: certain and reliable.

From later investigation the author recommends a new method for the 

determining of the vital activity of seed. This method being based on peroxidase 

activity as indicative of it. A large number of seeds were studied with regard 

to peroxidase activity aiul in all eases a correlation between the enzyme activity 

and germination percentage was observed. An average sample of the seeds, 

placed on a strip of wliitc blotter or colourless celluloid, may be broken in 

pieces one by one and then guaiacum reaction applied. Generally 2 or 3 drops 

of guaiacum arc taken and 1 or 2 drops of hydrogen pcroxytlc (1.5%) arc added. 

In the presence of an enzyme or in the ease when the seed has capacity of 

germination, the liquid immediately becomes a very intense blue. Instead of 
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tinctun «»f guaiacum, 1 "〇 guajacol solution may be used as reagent. It must 

be noted that tincture of guaiacum loses in time the properり•of giving color. 

2 the best ua\- is to buy the dosage as much as needed.

I he Ibllowing table shows the percentage of sound seed tested by guaiacum 

reaction as compared with the germination value.

Forcont o£ 
Cionnumtion

Percent sound 
lc«it<xl by gunin- 
enm renatiati

Species rercoxit of 
Germination

rowent sound 
tested by gwua* 
cum wciction

ClmnmocyjMkris
21.0
8.6 

25.1
SO 
7.0 
U.O 
v.o

10.3
9.8 
10.0 
g 
5.2 
5.1

13.2 
13.6 
17.1 
30.2
28.2 
21.6 
4.« 
c.o 
9.8 
9.0 
•1.0

23.6
10.8 
30.2 
9.0 
7.6

12.4 
12.0

D・0 
13.1
8.4

37.4 
51 
X.8 
8.9 
8.1

12.4 
H.8 
19.2 
30.4 
25.2 
27.0
4.9 
5.4 
9.0 
84 
2-G

C・ pifdfem

Cryptinerirk 
j:i)»onicn

Pinn^ 
deiiaiilom

I'. Tlnmbojfiu

65 
25.8
8.2 
6.5 
6.5 
22

11.8 
7.B 

42,0 
30.0 
20・G
2.2 

12.2 
203 
60.8 
17.4 
12.0
S.1 

$43 
81.0 
63.0 
M.O 
1F7.G 
96.8 
虾 
IM)•〇

5.4 
W 
0.8 
7.8 
7.8 
3.2 

11 2
S.O 

38.0 
22,0 
也4

14.4 
22.4 
45« 
UA 
11.2
6.8 

95.4 
S2.S 
60.0 
!)10 
91.0 
93.0 
96.6 
90,0

The method can be applied to almost all the forest tree seed. And it may 

Ijc use fill for the foresters and dealers because of its simplicity.

Ig

Illustrations.

ハい Sound seeds colored by guaiacum reaction (Abies firma)



A=. Dead seeds of no reaction (Abies firma)

Bx. Sound seeds colored by guajacol reaction Abies firma

B;. Dead seeds of no reaction (Abies firma
スギ赤赤病豫防試驗特に剪枝法に就て

M谷川孝三

緒 n

スギ 柯kw鄭パ炳小県は大正トー的殳には舊八r.j*i.7【血に於て爾後は本場卄m脚に 

於ーこ數・に.ntり,U)毅演您施川試驗。(2),仪培方法と被害との関係。(3)苗木の下枝豹 

除方法1此施3したるに,就中下枝のの除は木柑な防」泣外の好紺果を霞せり。抑も本拘 

eによる杉苗木枯損の快況を俄るにイ润は先づ共の屮の窟弱なる苗木Iこ發生して漸次他の苗 

仁に您姪するを普迪とす.是を一苗本に就て视るとさは,被害は先づ寄生花木の比絞的下方 

の以更に何まり之を乾珠變色せしむれば漸次」•.方縫全部に及び,遂に全く之を枯死せしむる 

ものなり。或し下せは共の生活力食第せるを以て病苗に對する抵抗性に乏しさと枝下施は池 

風加:(!光の啲郷不充分なるがため,多温となり延ては木枷;欄の發生繁殖を誘引助竖せ 

しむるに據る。而して下枝が一卩力雄するときは,玆に病南は培養終漩せらる'を以て,之 

れにより吒んに増部映延し得るものとす。「デバリー氏」のふ檢によれば半死物咨生羅もー 

日・衰即せる師分に寄生し・次で之れに連絡する他全部を侵すときは,連かに势を得て・苗糅 

は皿に萩初約すことを母ざりし活力吐盛なる部分をも侵害するものなりと云ふ。果して然ら 

ばー•本の苗木ニ就きて之れを者ふるに荻・初下:栗の衰•號せる部分に發捋し,之れを放行するた 

めに・値絲は次第に上方赴全部をも侵孑こと、なり,遂に全植物の枯死セ招くに至らしむ, 

故にド桀が病诫に侵されざるに先ち或は侵さるるも曲絲が尙ほ充分勢を彳・ざる間に於て,速 

力、に病枝の勇除を行はば,被害を未然に防止し彳?べし,而して下集が病歯の攻擊を受け易き 

ことは•汎く學者の注:eする所にして,右名なる,ゾラウェル氏は荷鞄の露宙病狼防に於て 

之れをは張し,ロンク・氏モ亦 Western yellow pineに對する’「セナンギウふ」区の鶴!防上 

ド枝の麹除を推獎せリ。

余はスギ赤枯病操防策として喚/枝方法を施行したるに意外の好果を得たるを以て玆に共の 

状時の夫要を舉げ併せて各就慢防試驗成績に就きて共の概略を述んとす。
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I的枝方法に依るス、、・’赤枯病像防試隊成•組

スギ赤枯括は叙J:の如く苗木の下枝より發生緊衍する?‘のにして.*•・ノ珂illとL -：lto 

⑴ 下枝は生活力衰弱せる故抵抗性に眨しきこと’(2)杉赤枯^谊は半死物寄・%:にし5 め 

土壊中に潜伏せる爲め下葉は病萌の攻擊を受け易きこと。(3)下槊部はri光の!地妫禁に;iim 

驾逐良のため病昭の驚騎に好商なること。等を舉げ竹べし 依て站’•・的脾•儿•易く几つ牝聲竺 

延の媒介たる下禁の功除を行ひ之カ;繁碗变延を防止するの方法を名けて懸に州戈法と云ふ。

典枝の方法並注本?1PH

1. 床件に’當リ毋根の逐に感じて枝栗を除去する蜀命には,战ろべく下f戈を翊宗すること。

2. 床蓉後地表に接歸する枝栗を咲/除すること〇

3. 地表面の沥風を促す紀め地而に接觸せさる技栗と雖も所(.；'!力枝以下の都分に於ては祀 

當に見計ひ弱除すろこと。

4•本法を施行するも苗間に雑草を繫茂せしむるときは,必枝の效を失ふが•故に常に除城を 

怠らざること。

5.ス¥赤枯糸酒の外,棚财饥’看(ヽ"：ils：i cryptomorinc KitnSliima)も亦破吿侮り雜き 

ものあり,皆通赤枯病被害として扱はるる枯扌H苗中にも仔細に乏れを规察するときは,痢阿 

病に依ろもの亦勘なからす,本菌は傷演寄生性なるか故に下枝の功除には必ず剪定鉄を川ゐ・ 

枝葉を引き裂く等は絕賞に櫥まざるべからず,尙,豹枝後ボルドウ液を撒布するを安全と 

す。(挿岡參照)

(A) は列枝せざ・るもの

(B) は理枝を行ひたるものを示す

成 績

火正十二年度試驗 ^

供状苗数及藥劑の施用

供試苗木は一年生スギ2400木,三年生スギ2000木にして藥削の施用は六月三十日に三 

斗式ボルト’ウ液の第「•囘撤布を行ひ,じJJ二十三日に第二囘の撤布を行へり,而て科技法は 

七月十一口に之を斑行祜リ。 「・ -
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H II 灭 松 Hi 壮 fis •む

0.39 * 1¢ Hi l.Gm.m 小略より降»始L、

7.1 Hi 10.3 WK

7. 2 Hi 捲 焚1 17.1 7 BV10分止し、

7. 3 推 ni 07
*111¢ 55分に応U初ノ, 23

nyio分止む

桃 害 隹 さ

リ」F;二・|出藥側の做f|说行ひ•じり十一II段’よ:如関机 たろに.三年生苗は• 〇册 

一年生苗は.15禅の俄书率にL*C.即ftー臺延緊前〇肉做」しー以・ユ同日下枝価技 

を钉ひたろに爾沒お值の県部iを吻止L•ハリ:十/W丽阴〇蹬には殆んど罹害を認めさるに 

至れり〇

•十三年欢只除

供試苗

供试苗はスギ二年生 W521本にして.內ガ929木は初枝法のみを行ひ,藥削の施用を 

行はざりしも被杏極めて拜跋にして共の.成片次表の如し。

•次 悍
成 Ifi

供/苗艮t 被?冲m
•Al 數

平均 
被需率陶枝法 "ヽ,;心i

ス年二
址セW

ift行监
・ルドウ

岡29 151
% 

2.0

V 液五M 1WG10 2«) 2.0

说石炯液沉⑹ 10751 505 3.0

藥遂無施川儷と雖も明枝注を施行したる試驗項は•本火の示すが如く .业の被密率は酬れ 

M»liKと”1似たるの好果を:得たり〇

圳枝法に要する經賛

前岐するには普通の枝啊段を川ひ人夫には玳價八十五淡の朱成年者を使役せり,木,;臟に 

於てう外支の效称•を關死したるに,一•年生スギ苗は•一人ー日出XX)木(坪145木植にて28 

坪)•二年生苗にて!470本(坪46木植にて32坪)顷除顷たり。

Rニー町步の苗耐に於て洲支法と三邛式ボルドウ液五・回撤布と网合に於ける経費を比較 

すれば次の如し-0
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單傾八十五禮なる未成年人尤が平均ー人にて.如坏の部分を前枝すろものとせば・-PH '' 

にて100人即ち經費八十五回を要す。次に三斗式ボルドウ液を振布すろものとせば,抵俗 

域は坪五合削合にて• 一町步:二付ては,十五:仲 ー・斗當漿例價格・九錢叫陞とせば.i-vm.ii I- 

筮となり,調製及报布に要する人夬數を漿液じ・・卜に付き一人の削とせば・-vanにては•二 

十・人五分,單值ー即五十必数二て,三十ヨ川三十二錢を変するが故に.一囘の獄布幻費は 

總計四十じ回四十二後にして• 酒撒布とせば二百三十し冋十錢を要する理なり〇本例に依 

れば明枝法施行所要経費は"・式ボルドウ液出刖段布にめする結費の約:;仲“にて足るべし

結 論

抑もスギ赤杖折徐防景除手段として•從來唱へらるるものは主として,消嵌的わ法にし 

て,萬全を期すること能はざるは勿琦,動もすれば共の效果を過はするの餘り,岡らざる破 

舍を蒙ること彫しとせす,ボルドウ合陶 做詮液等の毅凿削撤布の如きも所［脚前に於け 

る防禦の一方法たるに拘はらず,苗圃お密者かゆめ之を施行せすして•愈々炳苗紧肮して职 

々枯凋苗を認むるに及びて周章狼加し,俄かに濃〃なる殺演倒を多:止に撤布し・然も共の敖 

を奏せざるが如きは往々否人のI冊する所なり,凡そ本科源帯の傳播經路と認めらろるもの 

には,空測染・ 土壤他染・及苗木何条等あるも,殊に空菓傳染の如きに日しては口下の所 

之が族防に施すべき策なし•傅搖の經路斯の如くなるを以て・現今に於ては殆ど全国的に隔 

茲せる狀況にして.假令今日病役を認めすと雖も,直に以て共の苗木は無病就紅なりとなす 

能はず,否殆んど總ての杉苗は何れも保斜やなりと思進するも,敢て無稻に非らさるべし, 

宜しく技術者たるもの此に密を川ゐて僧め之が對策を講ぜざろべから-タ。土坑消避の・如きも 

傅染笠路の一節は之を防ぎ徂べきも,沱人の址も恐るろ空知傳染を球防し得ざる今IIにあり 

ては侈さざるに優ると雖も,本場試筮の成結に徴し必すしも,總ての場合に强て之れを施行 

するの要を認め主 久、 ヒノキ,スギ,苗の混捕方法の如きは木病漁防上共炊果顯苦ならさ 

るのみならず,病菌は反て,ヒノキ苗に傳播し之に被害を.及ぼすが如き場合あるが故に,此 

法はヒノキ苗の保證上相當考慮を耍する所なり。

於是苗确經營者は徒らに.此等汨極的方法にのみ信賴することなく進で木病浦の發生紫殖 

を誘引助長せLめざるの毡極的方法を講究するを要す。即ち描耗に當りては・共:の壬;:を節し 

昨蒔に•失せるときは間引を行ひ,以て稚苗各個の法正なる生育を遂げしめざろべからず,而 

して如何に優良苗木と雖も床捌二當り共の生育を阻害するときは,忽にして木函の繁殖:を助
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匚七Lむること!I:の例に乏Lからイ・故に床・替にだL ーこは•共時明を睽らざるは勿謚徒らに功 

•いつみを爭は十,鴻’,湖根.筮枝.批付若;には堰能なるものをして入念に之れを行はしあ.

以てJIめ活若を氏好ならLむること舉だなり•斯く Lて何ほ珅齿法を施行せば,純殺滔毎 

う施ざろも’玷仍麻L く繁玳り炭ある場杏には,江六月及九十月の候を•回宛撤布 

:ば充分にしてnつ花泌的なりとす,而して诃枝法械行の;R初には之れによりて,共の苗木 

の 成生T)•を促進L 砌職 わものたらしむることなきやをあさしたるも,卞試験の結果に 

於-こは.斯の如を例誰丹冀めざるのみならナK法により明枝せらるべき下枝は,之れ刻滁 

せざるも•荊曲狡生するとさは丫晚W測すべき巡命にあるもの多きのみなら-れ 之れを放皆 

:れば狀に自己搠Iにのみ11:まらナ.延ては他・つ健全一部に招宙を傅染繁新せしむるの姓介を 

我すものなるが・故に之れを事前.に防止せんとせば它しく是等ホ葉の融除を施行せざるべから 

さるや叫かなり然れども科落,害蟲若め發’］㈱術には,其の紊因並に環境の如何によりて自 

ら消長あるを以て.此の称保護試徐の如きは,一地方に於て例な好卷r果を肆げ羯たりとて.

也にJリ・てー傾贝防法とLて批哭すること能はざるが•故に•本場は引續き之がメ瞼巾なるも‘ 

洵ほ廣く佇地に於ても施行せられんことを帅し,illり敞す共碗蹈を城に牴吿する所以なり〇

II殺歯劑使川に關する試・驗

右灰 2レドウ液と糾石湖液との比皎

薬燈J及び共の使川

何,喚に使川したる薬削は,三・斗式仃灰ボルドウ液と六勿式硫酸湖徐液との二樣にし 

て.撤布:,;:は坪當り•平均前看は五合後ノは六合の割とせり。

大正十二年度成紙の槪要

供試苗並に藥削使川囘數

供状苗は本場二十里苗峋に於で養成せるスギ一年生(_囘床孵)苗86'400本にして之 

を2〇の注,喚W;に分ち,JS半數にボルドウ削を撤布L他の半數には湖谯液を撮布せり. 

施用囘數址六JJ上旬より七月下旬の間に於て,各四囘宛にして共後は使用を中止し專ら被害 

他至の進彳亍狀態を親察亡り•使用月口・性使用後三n仙の天供は次表の如し〇

H 11 哭供 ili M111.111• ffl 若••::二 ^ '•三・ (

c6. 5 时 ・印,、辟m當nナルコトリ示ス

«. 〇 晴」
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n 11 天 茨 m &III HI. w *

G. 7 暗

〇• 8 '::・衬: 21.3 i-uuy xり徉リ好i力九h 1•ハ心 
I-1EL-

*0.23 咔

(5.30 史後潜 1AI 二匕渺よりほり始む

7. I
「兩 10.3 WHiWfw

7. 2 17.1 AfiVK-l-^i： |EV

♦7.12 斗

7.13 :会後l!i セ明三十分存リ知し、

7.11 Hi

7.15 Hi 十八II八M・十五:分に］［•・し

•7 .灯 咕 !

7 28 PA

7如 咕後此 十五呻二十れ分降り好5十六吋 
二十:'•分II•・し、

7.30 咕後Hi • 十疝!.$「叫分降り始め•十三分 
l：lk し'

被害程度

ボルドウ液施用派と命“酸液使川照とに就きて共波舍程度をえ絞すれば次去の如L 〇

大!E十三年世成珀の槪要 
供試苗

七月三十II,三十一【1岡佐 十JI 十W II刷究

試驗僞・ 最火被1••牡最小被街率 乎】宇此1,’率 最大從’告率 M小彼害宰 平均緻密率

石灰・・ル
ドウ液以

5.0% 】.〇% 3.1% 210% 5.5 8.G%

陶撮液低 (5.0 10 3.5 300 10.0 1«.G

供獄苗は二十里苗圃に於て巻成せる,スギー年生苗79'620泳:二年生苗36’000木にして. 

之を2-J個の曜區に分ち共:平数には,ボルドウ削を他の半數には.鉗石鹼液を撒布して此 

較汰隐を行へり。

藥劑使用回致は五月中旬より六JJ下句迄の川］に於て四囘,九月中旬に一•回•計":1W宛撒布 

せり。

出;

撒う汀川・にノ(供は別表の如し。

11 灭 終 由« ffl 考

•5.10 •却ハ帯m當nなる二とな示す

20 Hi 1 38J 十心四十分祥リ妙

2t Hi 32,0 •炊

22 di 13.1 十仰旳二十分止し'

・ 5.26 "A

27 "A

28 %

21> 県

G.!l 對

1 » 統 tfc Hi L8 | 四眠卄分X »五曲・ハ分迄。十九心 
XリH•二时十分担の二四布打ハ!1

16

17 蛰後Hi 5.8 十KUjffl-1-^F^リ始浴十丸II充 
呻四十分に1H；

G上 聽後Hi 0.0 二十婚興十分降リ輸む

23 Hi後公 1.5 五g|・分止む

21 &桜9R •

：!5 記

* 9.14 爲

15 釜梭雨 2-4 ABV卜分はり灿

10 ZE 129.0 ________-

17 雨 112.0 十八|1二十PW四十分止む

械密程度

兩液撒布恨に於ける・.&ぷ程度を比較すれば次表の如し〇

本戚勲に徴すれば,銅石踰液使用區は•石灰 ボルドウ液使用旳ニ比し,何れも被害多き

一年生・沛(十J5 E1副) 二年生苗(十月屮•六n国)

試廠俶 K火被害率 最小被吿率 平均被害率 最火被皆率 最小破出率 平均被害率

石庆滸ル 
ドウ液細・ 5.0% 3.0% "% 3.0% 10% 1.6%

iH右鹼
液 甌 11.0 3.0 7.5 7.0 1.0 3.1
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を認め得べく殊に九月以昨の撒布を屮止せる場合に於て戚・なり

藥削價榕の比彩

• BI 二g升武 巳み火 液 1 仰 ろ

破 在裕一斗當所變批:久 •1S °

…1松當軍此同) 2,000 2.000 2.009

揃 偵 格(即) 0,090 0,080

一ー-.
0.012

rvv -» • ■ 1

生 企制ーヰ當所裝・(么 抑

石 一 2‘父喘:•爪償(即) 0.350 0350

偶‘格(ni) 0,017 0.014

石 合幕ーヰ愛所要飛
!

3()

2.300

Mr m 格(的) (),<«»»
|・・■

合衆1外當價恪(甥) 0,113 0.091 0.08!

藥劑價搭は時の相場により絶えす變動あれども,木場に於ける大正十二十三の兩年度の【龍 

入價格によれば,翎石齢液の價格は同虽の三・斗我 ボルト・ウ液に比し約13%,二斗/財［•式に 

比し28%低療なり。

本試駿の如く撒布菊を,ポルドウ液は坪當り平均九命’飼石齢液は六合の割介とせば,单 

位面載’當りの藥布頂格は反って三・斗式に比し銅石蹄液の方稍高價となるべし。

調製方法の難易

飼石襟液は石踰の品質並に液の溫度によりて滴しく共の配合:;此を異にするが故に,經験な 

き場合には彳上々失敗を招くことあり,是れ本削がボルドウ液に比し調製困却:なりとせらるる 

所以なり。石協の配なM少き場合には不良にして,納囲なる沈澱物を生じ,石験丸;:多きとき 

は沈澱は生ぜざるも不終泌なるが故に,决め右橱配合の遁厩を檢定せ・ざるべからず。石隧の 

適荒檢定には,疏般闱あに右媼の各1%濬液を作り,硫酸鉗液ー・容に対L完全合削となす 

に要する,石鹼液容:脸を求むれば可左り。

試に本場に於て檢定せる成紐を舉ぐれば次の如し.o

25

仃:彼の極那による配合眼の唆化

H弟の陆！fl
•定牡の破価Hに由す 

る“植液ぜ最3fifiE4：A » 考

マル七ル右建 

II出〇»衿行岫 

福•印粉石縮

H. 0

50

I. 0.

MEtは死酷消・众の 
佶败にて示す
(Hし水泪は捂K五十皮 
»と§と-寸

液の滔•哇による涅合•哒の慢化

"遣1#! 7()(’以 1.网(H 1. 359cn.k 时c以R15'C以1. 1<FC 収 ! ; ザC以1: 何 考

露歡・嚟 3 i 5 7 8 9
右熟の即介泊は

n の僧
數にて,尺す

イ希泌によれば液の溫度"ヾ以上の場命には石鹼並は破酸牌二方して,共の三倍刪こて 

定るも低溫となるに從ひ石融の配命登は期々壜期けるを凡るべし。

米 施域紐の概要

イ・木場姑側に於ける成招iによれば,ボルドウ液は鉗石鹼液に比し赤枯孩防上效果多し。

”・節ハ檢液の藥制僵洛は.地方により又相場によりて一様ならさるが枚に,鉗石齡液必ず 

しも常に安價なりとなす能はざるのみならず,木削は捐分の含朽筮少く,且つ粘好性乏 

しさが故に,ホルトウ波に比し,一叫の撤布策おくは撒布囘數等を増すと震は,反て所 

要經費を総むべし。

ハ,師イ儡液は共訓典に經驗なきときは.往々失敗を招くことあるを以て.豫め石痢の肥作 

適技を檢定する必愛あり。

二・鈔Hi檢液は汶沼の:女相當大なるものあるのみならず,袖物汚染の度少きが故に,殊に葉 

菜,果實•茶等に題し撰樂上に於ては,ボルドウ液に優る所的なからざるものあるべし 

と雖も.饼水によりて錦分は流失し易きを以て,本病豫防の如く畔雨頻繁なるに六月並 

に九十JJの候にHり僅かに•四五回の撤布セ行ふに過ぎざる場合には.效力持續性の大 

なる•ポルドウ液を以て右利なりとす。故に從來木病旌!防に,ボルドウ液を使用し來り 

たる場のには,就て釦”隧液に改むるの必耍を認めず。

m 苗木栽J倍万法と被’苫との間係

抑も動物と抵物とに踰なく,小網貿閉瀝なるものは,病蓄に對する抵抗力强大にして•克
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く之れに耐ふろも繊弱なるものは得て冊病し易をはn明の理なり〇山町•に於て大然I二"せ 

ろ稚苗は,種子•の時代より旣に秋々なる環曳に5?施し・闵汰に洵汰を帀ねて殁は生T)•せるも 

のなるが故に,典質多くは勰なるも,枷に据育せられたるものは•勒もすれば促寳成’;； 

なろがため,偶な罹村辻るものは克く酒勢に抵抗すろこと疏はすして遂に・・康【ををLて貝: 

の繁殖友延を助長之しむるが如き場合粘しとせ小・木切二於て人コ澱培苗と天然牛推苗との 

比茨を行ひたるに,前寿には前後れ囘の染剤使川を行ひて伽ほの被害を見るも,後" 

には些の被害を認めず。於お乎,從來の消極的操防方法にのみ佑価するの羿をー孙し也んで 

優戊强佳なろ苗木を直戒するの方策に出でざるべから-ち?是れ河に,木功波防上の日策のみ 

ならず,總ての危吿にんする保護拔術上の拱本要:长たり,木場に於ては叙上の〕恥:あきてH 

下之れが試驗繼續巾なるも一佛妾伉を舉ぐれば次の・如し。

1. 俊良なる程苗を採探すること。

2. 發・芽率並に純冷率にあきて播视の超並を定むること。(附卍參照)

3. 町蒔に失したるときは即引を行ふこと。

'•»•施肥の方法,II投,防寒の設備緡に注意すろこと。

5.床替の時期,方法等の適否は苗木の活范生育に农も仞ヾなる關係をイ儿延ひて 

は本构被害に影答する所砂左からざるものあり,床替に際し注:世すべき州佐舉 

ぐれば

イ’床杯は凍寒並霜柱による般’ぷを考戏しオ绞へな愛限りT•祢に施・すこる

と〇

木場試驗の結果によれば,束京附近に在りてはスギ二年生苗は二月下 

句・ 一年生苗は三月中旬より将丁•して光支なきものと認•めらる。

",躬根の方往に卻卷し枝葉との調利を“ I・りて凹り過ぎざること。

ハ,深敬に陷らざること

JI、:他根部を乾燥比しめざること等は訂を俠た中。

附・ 紀

播楝の適荒算定法に就きそ

播仙の適荣算定式に就ては吾邦に於ても旣に紹介せられたるもの一二に止まらざるも余は 

播枢荣を帀：&單位にて求むる場合には,James W, Totuncy氏の算定式を採川す。

27

S= PF 8 播曲策
E. Y. X. r 播刚抑ih'i

. i> 單位而献上の仕立苗數

E 国子效率

Y を芽苗の蹬仔率

N 單仲:重・都海子+黴

而しーこT“um「y氏は插!祠::を布即’il位にて求むる増合にも亦,木式を此の伐採川すれど 

も,元构的:求は』如’i分率を以て示すものなるが故に,假』Nを單他容故當D毬子粒數 

に改めたりとす•らも・ド1理なるを以て余は花;Ml位の％作に於ける招瀬並の算定式を次の 

如く改めたり〇

ヾ_ 尸・/' S。播即歌(垠位:,容抵)
十 /•/. Y.N.Il\ H:容仙戒

抑も柿「M；:の大小と發平との關廉に就きて伽るに,匝・:大なるもの必ずしも發芽し,之 

れにいするものは必中しも克く發外せずと公ふべからざるも•槪して肥大充實せる秘子は發 

芽率大なるのみならず,疥小細毆なるものに比し貯蔵狡料多・ため,初めより肥火恻嵌なる 

狀平を生じ,生育亦町您なるを以て發芽後の史が率(Y)も從て大なり依て単位:而積當り播 

KE：:は晶貿優足なるものは,愈女少く之れに反するものは惹・多きを耍する所以なり〇

试に佃!:に於けるスギ秆:了・の播極成紐に鑑み.I•.疋・算定忒巾の各要素の數値を決定すれぱ次 

の如し。

8單位。Jlo

&堆位。立方面。

1t ーイカメートル。

1；500 木

Y 3〇〜40 %

折ー瓦常260粒

B；—立方:®常0,385瓦

仙;亍・る号の爲めー•坪當播種;はを’落::ド:(單値,勺)にて算出する場合・の各要素の數位を示さ

ば

8„ •単位:。勺
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p ー坪

1050 本

N !父當宕5技 .

1勺當1痰カ

而してー莉子に就てはNは定數と見做し得べく,帀も亦作麻H3に於て略ぼJI:救倣は定ま 

るべをも,ドは叙上の如く称子の品質によりて一眼らざれども,スギ沖子に就ては賭::"； 

乃至40 %と見做して大差なかるべし,依て般に

とせば一平方メートル常播觥景は简飛なる次式によりて求めのべし〇 filL ',’は發牛"‘は

N 200

F 500

Y 0.4

純邦:率とす,

〇 •1.8 4.S〇 =-- - =
G.Ji. E

Q 12.5 12.5
及=爲R. = E 一

ー坪當播・栄
ヾ _ 2.29 2.29
'” G.H. E

即ちー地方に於て,X万を定むれぱ播種並は單に純:;日:率と發芽:率とに依りて共:の漑略を 

求め得べし,從來苗圃歩業に於ては播種の適並を合理的に決定する場合殆んどなく’多くは 

發芽・率に準するも甚しきに至りては,共の品質を縹視せるが如き場合少しとせ-夕’而して命 

理的播種並の決定は骨にが梁を冠約ならしむるのみならず,播種・が:の適否は又・苗木の保健 

生育の如何に及ぼす所大なるものあるを以て‘一,險櫟に於ては勿論雄遂抜術上に於ても亦 

大いに之れを顧慮し宜しく叙上の算定式に依りて描林の;釦tを決定せざるべからざるなり。
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l'R(Yri CTiXG THE bUNGUS DISEASES OF

-SV< .1•• Hヽ THE PRVN1NI；.

Kozo I lASEGAWA.

In Japan, the injury of •• Stigi " (Cryptonicria japonica, Don) due to para* 

ヽii认 funjjics Cerco>pora crypt, I'hyllosticta crypt, and possibly Pestalozzia 

Shiraina. is a iiiiivcrsal trouble it) the forest nursery. They cause a great deal 

of damage to the young trees in nurseries and kill them in large numbers.

I'hc fungus starts lirst in the twigs of the lower blanches near the surface 

of the soil where the air is under moist conditions, and it develops to the upper 

parts of the plant so that the trees arc weakend and turn red and dry.

llic disease is generally most dost rue live when the air is hot and humid, 

so it quickly spreads one to another especially in rainy season, but under the 

hick of moisture it can not 侦row. Morcoヾer the fungus present makes its way 

externally through epidermis into the tender or withered stem near the soil, (or 

it is half-sapropbytes. Until now it was believed that there is no possitivc 

means of control and check the disease. The method generally practiced to 

prevent the injury was simply to spray Bordeaux mixture. But spraying is not 

absolutely cftcctivc especially after the injury has become fully established.

Control experiments were made by the author and it was found that the 

pruning of the lower branches is of much value preventively and economically. 

Mr. Kitashima calls attention to the injury of " Sugi‘‘ in nurseries, by Valsa 

cryptomcriac Kitashima which is wound-parasitcr. But the pruning by scissors 

is not hindered, for it is controlled by spraying Bordeaux mixture immediately 

after the pruning.

Illustrations.

big. Ai,A?. No pruning of the lower branches of Sugi.

b ig. B|,1?2. Pruning of these branches of Sngi.
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扇柏の穿孔蟲に就て

休場太多志

緒・ き

大正十三年砌游室林野局木竹支以三段出我所抑共 ’1溼旳呵(壬好将西釦;M •钉田)に 

於ける琉粕の造椒也に我生せろ讎A疣箜定を當均へ依喚ありしと同時に供ん千悒埋三g倒 

料牧級內に於ける扃柏の睥嵐鑑定諷在を依喚せられたろを以てI小牝綢住せしところ何れ 

も曾て木場內に植栽せられたる扁柏に發生せし;做と同一たりしところよりと察せば"湖 

会生被齿の分布は務濒きに］匚るが如く推定せらるるを以て兹に木密我に聞してF掩叔察せし 

华項に就き紀述せんとす。

•松・瀏の被害は十年乃至二十年生に達せし桶抑・iの新植法林地に址も多くん右乃至十本宛 

集・的に故否を及ぼすものにして被密の初期にありては地上ー米突內クトに於ける樹術mに樹 

脂の分泌するを兒るのみにして湖次被缶:の進むに從ひ拘號は黄變するを以て遠く之を望むも 

披舍個所を啊定し得べし。而して被传樹薛を檢するにが媽穿孔の仲:避は地I•・約三米突內‘ト 

の個執こ限られ共れ以上の商所には及ばざるものなり。

本訓在に於て理啲5 士佐々木忠次郞氏の助力を享けたること多く玆に感謝のあ:を夬す〇

I扁和穿孔蟲の昆撤分類上の位阻及學名

本’,世％の分抓學上の仙:圈及び學名は次の如し。

Colcoptera.(甲題目)

Rhynchophom• く有・话亞目) -

ScoJytidii〇,(小总沿科)

Phlloeosinus l,erl>U»is Chap.(掃柏新の穿孔郡)

n形態及ぴ習件

阂W跑挪に於て2.5糟ftに於て2.2死乃至3.0狂加1.5乃至1GFEなろ小型间筒形
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El心にL二惠消は測祯屛也飢Hい而・よ“北,ろときは十六條の'状黑魄絲の走れるを 

”•乙 1.仙"此の混:牌せ線の兩伽には敛务の扫状隆担を縦列世る線が走り全ゆにn：i)M 

gQI鴻密’ピするを触必することを母,噸临は小にして背而よ5かに酒ろことを得て共の 

缶”には?机須Eを梏牛せり.瞬りは赤加黑色にしてJS糊は榕回渺をなし第一節は技火に 

Lて"く村曲せる况捧くをなし第二曲は10J佻なし第三節乃至斜’湖は小型にして岫R 

をなl砌•也r:を生井.前响の上さは恩枷ノ約過半にして共:の・間祕!は幅狭きも後縁に向ひ次 

和コ阳:りて殆ど询辎に化しILつ全而/色にして共の而には光强おる小黒點を密布せり而し 

て前及め中央には荷胸を二分せろ隆趙線の復企するセみろべし小粘板は!m^uして小な!>・ 

界は强大にして射述はノ胡・よけなわ贝め第三片は二瓣に般れて蹄形たなし兩滩の屮央に第四 

片が介住す第孔片は我もHくして共の先踹に二爪を備へ殆と匕を生ぜされども第一第二第三 

片は共:"ド方に於てせ共毛を眾牛す.拒節共び部節は谴强にして濃揚色表而に樹色毛を生十 

殊に脱窟には琳狀突起を備ふ。

此の穿孔綴の域掛は确柏の樹度而に坦51.5花內外の穴を穿ち之れより内篇形成・に沿ひ 

て木?'Mi;に喰ひ進み・せさ15.0°乃至28.00如の母孔を殆 

ど興に作り母孔の下方に2.0乃至2.6耗の交堡孔を作 

ろ該交柩孔に.於て交Eを終へたろ戯は緑孔壁に數十询勺 

・クトの卯を一粒宛産卵し夬れより刪匕せる仔燃は母孔宏右 

の形成并を蝕害しつつ滿次杉熟するに從ひ木貿部をも蚀 

缶:するに至る。故に雑孔のた右の兩側及J:下兩腸より伸 

出せる幼擴孔は艮さ20.00乃至」0.00衽にして屈曲波狀 

をなす;固より幼蟲孔の先端は少しく 1川味之带び此所に 

老熟せる幼蟲密居して姉となる次て蛹より成甥となるれ 

るものは樹皮に小1印孔を喰ひ開を脫出するものれり〇 

幼蟲は乳白色にして多數の横皺と惟の兩側に佇一條竟: 

足れる縦繊をなる而して第・■■・閲悌及第二閱诲は航る膨火 

にして共の光端に淡掲色にして小なる门蒂を備へ老熟せ 

るものは隔長約3.0乃至4.0耗な。.甄は脸竖遂:裕內 

外にして共の前孙二は般蟲の具備せしと同栈の縱練を認 

め得べし•ILつ艘都關節も昔而より明かに見ることを君て
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爆耕は妝師の前ゆにて典の先揣を合し姻物の而・には縱・企せる線をRることを徂。

IU建 防 法

(I)病木衰勢木等は此等の被密を受け易く Hつ被害に對する性復カ小なるを以て造林のカ 

法に注せ:するが。

⑵ 大而功にHる單純林殊に同一齢級乃一齊林は總べて被害に当して危隐なるを以て施芝 

上大いに者慮を要す。

(3) 弥林の撩有・に注意し適度の誅伐を施行して林木各個の縫全なる發背を混ると共に間li 

木頻死木成康木爭を速かに除去して足蟲の發生を豫防するが。

(4) 佩林は連かに林外に按出するか或は少くとも剝皮すべし又根株は可成的掘収るを可 

とすろも然らすん(瓏く 土を以て被後すべし枝條等も林地に放:在するときは此笠佃哉の當部 

を促す恐れあろものなるを以て成る可く速かに利川法を泗べきなり。

(5) 絶へす林内巡視を行ひ害撕>存否樹葉の叟色糊は何!害の有無"檢し酒し吿銅發生の 

證微を認知したる時は辿かに甄除の方法を浦すべし。

(6) 右益動物の即風源 1Iを加喰する小あ如蝙蝠爬蟲節知蛛如箸:を保護すること。

IV膈 除 法

⑴ 被害木は全く枯損に至らさるも樹蜂に何!害の徴あるものは悉く採伐し共の利川し得ら 

るゝものは水中に投じて害細の宛息せる後利用し又共の價値なきものは速かに焼却すべし。

⑵ 林內各所に伐饲木の何木を配置し或は樹皮の內而を地に接せしむる樣に數枚mねたる 

ものを設:け以て誘引の上抽殺すべし、而して何木鬼‘れの時期は三月・ド旬乃至四月屮3を以て 

衆:適期となす。
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<»x nn-: sh<)t-b. >ri.：k i：kktlk chamaecyparis 
oirrusA.

Tadashi YASVMUA.

\\c ucic ri：<nicsunl, e May 1924, to survey the noxious insect which 

l»；u! c-»:nc into existence in the foicst of tlie Chamaccyparis obhjsa, at Kiso 

aiul < hiba; .liter niakinji a survey. I R>un<l that they were the same as the 

iu>xi« »us insects which had also damaged the same trees in this forest experiment 

station.

Considering it. the geographical distribution of the insect seems to expand 

pretty widely <»vcr the country.

Description.

Situation in Taxology of the insect and name.

Name rholocsinus Pcrlatus Chap. Family, Scolytidac.

Suborder. Rhynchophora. Order, Colcoptera.

Adult insect. Size, Female about 2.2-3.0 i».m. long;

male 2.5 ni.n】.

Colour, brown to black: wing cases reddish; having sixteen grooves lengthwise 

on them, and we can see manj- hunches arranging along the both side of the 

grooves, and much blackish brown down all over its antennas clubbed and 

brownish black.

Appearance in A Fay and September.

Ova. Arrangement. Tn heaps of 7 to 10.

I.ocation. Al entrances of tunnels in the wood.

Earva. Colour, Milky white.

Location. Inside the tunnels.

Appears In June and Octover.

Duration. A fc'v weeks.

Pupa- Size. About 3.5 m.m. long.

The damage of the insect is most serious especially in the you„g j\)rcst oj- 

10-20 years of age, and is found in groups of nine or eleven trees. Though 

we do not sec any difierences in the early stage of the damage in the appearance 

only except resins excreted on the surface of the trunks, we will be able to
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judge of it, from the distance, by the yellowed tops of trees, as the «la:n.u;c is 

done gradually. Testing the trunks attacked, we will find the holes arc bored 

below about three meters above the earth, and scarcely above the height.

Precautionary Measure.

1. We must take care how we plant, because the diseased and weekend 

trees arc apt to be damaged by the noxious insect and can hardly recover hem 

the damage.

2. We must make careful consideration when we have the pnre iciest 

spreading over an extensive area, and cspcckilly when the fbrest consists «>f 

trees of uniform age, for they arc liable to be damaged.

3. We must prevent the insect from generating, thinning properly help 

each tree to grow soundly, and cutting off immediately the withered, the 

oppressed, and the dying trees.

,! \Ve must convey the cut trees out of the forest, or at least soon 

excoriate the barks of the trunks and it is better to dig out the stunps, or we 

must cover them entirely with earth.

5. The insect can be caught by inducing lhem on the lures which arc 

arrangctl here and there in the forest. Some of the lures arc the cut trunks 

and the others, the pilled several barks with each inner part downwards. The 

best season for arranging the lures of trunks is early Spring or March, and they 

hold good till the following August.
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熱湯に依る蟲’存栗實の處置

U芥川孝三

加巾川と食川とに拘はら十果實が共の吿会に依り荥る邮つR’しきことは世人の周却する 

所にして.之が吿爵には凡之U孩bり.苦汕はクリノミ、パEシ(Balanius (ameche Koel.)ク 

リノ ミ人 i ガ(l.：ksiM«vresi:i 沖.)の二挣方:るも,"ニモ、ノ シンク I： (Diel.oc；-ocis pimet 讹 rnlis 

Gmm)により岫邱るゝことあり從來殺林案上.!心喚除豫執策として行はる、ものは

1•瘦人後 g く .乾炖した.ろ後・二枝化衆ぶ净つ薬港にて域靛すること

2•水中に技沾すろこと

3・栗實より出づる幼多を捕以すること

箸なり.而し・こ薬削による燃燕には.相當の設備を要すらのみならす。•乾燥共の度を很され 

ば發芽疏力を汛备するの恐れお!).水屮泠渋法は容駐に害爵上死波し能はさるが故に,時命 

にJ:りては剛Iを要するのみならす.食l|Jとしては,共:の味史担するの散點あり,幼過を捕 

i<し或は外魂I••陋3なるものをー ・粒宛牯選すろの方法は多並なる埒合に於ては,共め煩に・ 

えざるものあり。

脳除試验

木,忒殺に於ては,次の如く數秆:の沱治・法を行ひたり〇

卩Ui'i 倍 Uspidun 液

•浸 液・十值众鹽溶液

四倍硼砂濬液

没漬時1111は何れも母間とす。

別に熱湯我法を行ふ熱湯の退皮は攝氏九十度とす

十秒

十れ秒

祛法時間二十秒

二十五秒

三十秒



浸渣後は試群を何れもー关夜治「として殺掛比铉並に發芽の狀態を調住せり〇

殺飆比敝調究

浸渋による殺担の效架は熟陽十/潛以」:の伽・洲:も良好:二して•栗實內に［!雄・せる幼扩.は 

鱗て死诚せるも・共他藥液によりて處理せるもの、中には多少尙⑵印・せるいつ若くはf"・ 

狀態となり,暫らくして役活するもの笃;ありて.殺/の效充分ならさりき・葢し穿S液によろ”： 

合には之れが栗實內に浅入し害思の挾•臥せる部分に充分到連せさるべからざるも•橢化後篇 

もなきものにありては,以孔未だ外皮に通せざるか故に浸透不充分にして殺釦の效切・なら 

ナ。然れども,熱場によろ場合には燃孔の如何に係はらず,高湼のため內◎の也・:を完全に 

死诚せしむることを彳事たり。 •

發芽力保存調在

殺提の處催に依る發芽カ・迎の如何を調死せんかため試阡二汀粒を採りて.發牙:あ玲を施 

行したるに次の如き結果を得たり〇

I& VI 發 ・n- 率(%)

九十展膨身中三十秒讀渋

" 〃二十五秒浸渣

""二十秒汪観

" "十五紗踏

十俗企揀水中朮旳問茂頑

四百倍Uspulum液扣呼間注渋 

四倍•物砂液五旳冏浸诙

硼联
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木成扱に依れば熱湯浸法に於て,三十秒後渣せるものは帝しく發努力を滅汲すれども,共他 

の場合には何れも無浸潰のものに比し發芽率大なり,蓋し本法ほ殺琳の效完全なろため,狡弟 

期間屮に蒙る蟲害を防止し彳ヤたるに依るなるべし,而して,Uspulun液に浸沾・せるものは共 

の成%:喚なるも,栗實の如き大梱垂子を多策にJ仅扱ふ場合に於ては,浸渣に相當の純冊を耍 

するのみならず食用に適せず。熱湯浸世法は揉作至極節易にしてnつ發芽力を吿することな 

く完全に殺翌由效を奏し.祛水の場合になけるが如く共の味を損せざるを以て,本害蟲の腑防 

方法として適當なりと認めらる。

貯藏試験

37

生堡は乾件せる砂巾に貯敬する史呆も艮lとせらろゝm・に於ては.試に,節敏なる件 

心・I咸法を值3せり。

试料は肉眼にょ y,:の痕林なLと摆・むるもの二升(31S枷 を無馬縫にて標準とし・他の 

:升く湖 粒)は內邙に缶我挾・也するも彼浴构敢にLてば芽に差支なしと認めらる、ものに 

抻殽誌を二十秒灯ひ・何れも同様ナ>方法を以て,大近十三年十n十七I】に貯藏を行ひ.si- 

四年四jj三n顷り出して;注衩中⑵乜切:•を求めたるに.無応政邮了め波咨率33%なるに, 

熱・よ法を施行せるものには彼害を谴めす。曲看には供息幼っを多數に迎拈せるも後者には 

全く之れを姑ず。

次に本状抖を洲而に插祝して發芽の狀您を調べたろに’•岱忠理"J•・發拳辛52%熱濫ヾ法 

を肖へるものは的・を示せり〇

結 孺

街,t我に・したる生果は東京府兩多ば郡横山卜J :十里沖订如内栗林より採堡せるものにし 

て,’呂跳の俄客は逐年匹だしきもの•あり•凡そHJ11Lに於て果實/樂の齣•を靓るに,外泄」翌 

密な透ものは之れを採如川力に息害を眾れろものは何れも林地若くは•共:の沿近に捨て去ろ 

を常とするが故に・愈・以て害腸の繁和會加を來すは明らかなり•暇令:H:の絶滅は期し得ベか 

らざろ迄も,少くも业の繁晒を制I上し大’ぷを爆防せんとせば・採堪の際お害曲子は之を集め 

て燒却共の他殺蟲の方法を搭ぜざるペからナ.而て外龍上,無害なりと询むるものにも,祥沸 

Lあろ場合なきを保L地きか故に生栗はー悠热必祛法を施行するを安全とす。

l,'ricdcrichs, K.氏はKoflio boebockの害蟲(ヒメバナ廨)1®除のH的にて,お初JI、:の寄 

生诚たるBotrytis stepl>ano<lcrisの人工用・揆を企てたるも経溶上不柯從なりとし,熟湯浸法 

により之れを翳除せりと云ふ同氏は該「コー匕ー」の杭子•を多是の場合には,ブリキ蹄作くは 

大義に容れて,熱湯に約一分三十秒沱漬•し,少荣の場合には小袋に容れて,約十れ秒を限度と 

Lて袪沾し,完全に殺蟲の效を奏し日つ,發芽力を阪害せざりしと云ふ。

余が・生果に於て施肖せる試琅に依れぱ,90Pの熱湯に,二十秒乃至二十五秒浸漬•せぼ,役 

め效完全にして,•發芽力を’ぷすることなく,操作涌铝にして近る経溶的なりとす。木注は 

スたー奴•投,I・対!の秫子に他用せらる。
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TIIE TREATMENT OE IXSECT-IXEESTJ：U CHESTNUTS 

BY BOILING WATER.

Kozo Hasegawa.

In this report, a result of investigations is mentioned in connection with 

destroying noxious insects, (Balanius camcllae Rod, Laspcyrcsia sp. an<J 

Dichocrocis Gucn.) which attack the chestnuts.

The author wish to draw the attention of readers on the simpleness of the 

treatment on the attacked chestnuts which is to dip them in boiling water instead 

of Gimigating. It is- advisable to dip the sacks containing chestnuts in boiling 

water for about 20 to 25 seconds, because the nuts will be killcil if they arc 

soaked too long. The percentage of germination of the treated one will be 

considerably increased over that of the untreated. This treatment cau be 

applied to the seeds of I'asania, Qucrcus, etc. •

钮 象 觀 測

39

凡 例

」沖に於ける•威リの闇測は特に机生と・(象との關係を考究し所“W恵川我林氣象の實を學げ 

んとする11的を以て大壬十二年より剛を開始せろものなり。

抑吿は當印測所(糾攵 三十破汁九分,緯度 円三十九哇十じ分.海^爲汀九十三 

米突八十七翻・に於ける火状十三年度の気象却測成捋を揭威せしものにして大正十二年座に 

於ける誤測成仙は同年丸JJの關東大地靈の爲め規測器域の破担を來・しを以て遂に同年九JJ 

以降は…H.險測を中斷するの止むを得さるに至れるが故に玆には之れを捣战せ寸。

次に辺測の時刻及方法の要聪を舉くれば。

叶刻は木邦中央檄帅拙卩ち1好:节三十五座の地の平;時に據り夜半を砌とする二十四時制 

を川う。

気象覩測はI・時イ-四時の二回を砍測定時とす但し城塞期中の一|3二月三〃及十二JJの四ケ 

丿Jは二十二時を加助觀測時として袖測を施行せリ。又地溫0.5米突以上の深さのもの及蒸發 

荒,！:初3は十！!争一回之を育ふ.木丹に於て使川せる觀泌器械屮※哗は「フォ・チン」水银險 

|・旗;I疝S!泓度は「フース」型花温,汁及び同型此高荻低废贴十と岡に「リシャール」型自祀器を 

備へ・風連は「口ピンソン」型風力計にせるもの,風向は自記岫sに依り.降 

水川:は「サイフ水ン」酒:甲却・(雨兄计の地上高 一米突五十梅)を.日胆時數は「ジョ 

ルダン」戎m阳十く"照,计地上髙 ー米突三十机)を,地温は曲管式地中蜒計(宠皿計地上高 

ー米突/い・!)及鐵管地中寒暖計を川ひて制測しつゝあるものなi)〇

表中の各要素の汕I衣方に就き大要を紀すれば。

家於は「伽」を以て示し啧雨計示度に艰に温度の更正を施したるものを揭げ)！UJ及び海而 

の更正を施さヾるものなり,共の平均値は六回親測の平均を揭ぐ但し十時十四時は實泌値に 

して二時六時八時二十二時はn記器の示始二補正を斑したるものなり。

温獲は揃氐の］変を以て示し氷點以下の废數は之を廿より滅じ共細牧之以て示す,威溫の平 

均値は糸帽と同じく實測及1'1;氾器に據れる-T1六间の平均俄にして,地溫は0.1, 0.2, 0.3米 

に限り十時十四時の定時二囘襯測の平均値共の他は十時一囘實測したるものを揭げ荻溫の菠 

髙坡低は十二時に讀妝復度するものとす。
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剛は空気屮に水蘇淑を含まざるを君とし飽和に達せるを汀として比例を以全刁:E.•の『 

均値は条過と同様一日六囘の平均値を捐ぐ。

水蒸飯張力,降水衆,蒸發筮は「耗」を以て水す。

風速度(風力計,風ほ器の地J:高 八米突いー九狼)は一秒間水突を以て衣し禮測時前・：I- 

分間の平均敎を示す最大風速進me器の泌来中泌.乳汨“より算出lたるものを掲ぐ〇

風向は十六方位をJIJU-1'i記器に仍リ"I六仰の統“I數を揭ぐ。

4】

]-：XPL.\\ATK»N.

This report is the result <>f meteorological observations made al this Station 

G»r the year »924.

As to the time and method of observation for this station it is summarized

•>s Allows:一

The central standard time of Japanese Kmpirc, i. c. the mean time for 

the longitude of 135 east of Greenwich, is used ;ind it is reckoned to 24 

hours from the midnight, omitting the separation of A. P. and P. M. The 

times for the routine observations arc loh and 14I).

The earth temperature for the depth of 0.5 meters or more and the 

evaporation of water arc observed at loh » *nly. The amount of pcrcipitation 

is measured at loh beside the rounlinc hours.

Beside the direct observations the sclfrccording instruments are equipped 

lor important clemeiHs, such as the pressure, temperature, humidity of air, 

direction and speed of wind anti precipitation.

For the sunshine. Jondan's recorder is used and for the observation of 

the earth temperature, :ui iron tube is buried vertically up to the nominated 

depth and the thermometer is hanged within it.

•\s to the statistics, the following arc to be remarked :―

Air pressure is 須iven by m.in. of the mercury column and it is reduced 

only to o° c； the mean is calculated from the four-hourly readings taken 

from the records of the selfrcgistcr, corcctcd by the instrumental errors 

compared with the direct observations.

Air Icmpcraturc and Karth temperature arc 以iven by the degree of 

centigrade and readings below freezing point arc given by numbers 

subtracted from 100 Lo avoid ( —) sign.

Relative I lumidity is expressed by percentage to saturation; the mean 

is also taken from the four-hourly observations. -

Tension of \rapour. Precipitation and Evaporation are expressed by m.m..

The specil of Wind is expressed by meter per second and it is the 

mean for 20 minuts before just time. The maximum of the wind velocity 

is taken from the records of the sclfregislcr. The Direction of Wind is 

taken according to the 16 cardinal points and its statistics are made from 

the four-hourly 1'cadings.
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